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村田　光生

代表取締役社長

宣言日

年12月31日までの取組目標

（記載上の注意）

　 １　「目標に関連する取組内容」は、３つ以上のゴールに関する取組を記載してください。

 　２　取組のない目標については、行ごと削除してください。

5 事業所

業界団体の活動への積極的な参加 同職種との結びつきを深めより良い業界の活性化を目指す

溶射加工による省資源への貢献 実施の継続

５

 　３　取組目標は、出来る限り定量的に記載してください。

 　４　ゴールとの関連が不明なものは「その他」に記載してください。

 　５　取組目標については、毎年１月に達成状況を報告していただきます。

１

静岡市駿河区北丸子1-30-45

本社が届け出る場合は、事業所（支店・営業所等）の数

421-0106

事業所・団体等又は
関連事業者等の名称

業　　　　　種

従業員（構成員）数

代表者　職・氏名

所　　在　　地

４

有給消化の推進

多種多様なセミナー・研修への参加
資格取得の際の費用を会社が全額負担

年に2度の社員勉強会の実施の継続
社内勉強会の拡大を目指す

男性社員の出産時休暇の実施
女性の積極的な雇用

必要に応じて社員とその家族のためとなる制度を検討

継続して社員の有給休暇消化率を8割以上目指す
2時間休暇制度の継続により、より良い勤労環境を目指す

定年後の再雇用制度の実施
全社員の生命保険・がん保険加入
防災バッグを全社員と協力会社の同居家族に配布
線虫がん検査キットを全社員と協力会社の
同居家族に配布
社内でのお菓子・コーヒーの全販売額を障がい者協会・盲
導犬協会へ募金

希望がある間は再雇用継続を行う
その他実施の継続

ＳＤＧｓ宣言書
　私たちは、持続可能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。

2022

ゴール これまでの取組内容

事業所・団体等又は関連事業者等としての2030年の（又は中長期的な）あるべき姿

人々の安心と幸福を実現するために、一人一人が品性の向上と三方良しの経営を目指し、存在感のある
企業として社会の進化発展に貢献できる会社

事業所・団体等又は関連事業者等としてのねらい、特徴的な活動

社会の進化発展に貢献する企業を目指し、溶射の技術により安心・満足・喜びを提供し続けます。
その中で社員一人一人が意識しSDGsの達成を目指します。

目標に関連する取組内容

2022

村田ボーリング技研株式会社

91 人

３．製造業

氏　　　　　名

職　　　　　名

http://#

